
 

 

 

 

自分の行動、振り返ろう！！ 

体育祭を来週に控え、生活習慣や学習環境に変化のある人も多いと思います。大きな行事を目前

に控えた今だからこそ、改めて自分の行動を振り返り正しい行動を心がけてください。 

■規則正しい生活習慣の確立が根本 

(1)生活設計が大切 

目標を持ち、それにふさわしい年間プラン・習慣プラン・日課表を作る。 

一日一日を充実したものにするためにも、規則正しい生活を送る。「あせらず・たゆまず・着実に」を

心がけ、自分で決めたことは必ず実行し、けじめのある生活をすることが大切です。 

(2)服装や言葉づかいを見直す 

見苦しくない服装や頭髪、礼儀・節度、また自分の意見を簡潔にまとめる力、目上の人への言葉づ

かいなどは、面接や入試の時にその場しのぎの対策では思うとおりにできないものです。なお、日頃

の様子・態度も、直接入試に関わっています。 

日頃から、よい習慣作りを心掛けておく必要があります。 

(3)日常の学校生活が根本  

遅刻・早退・欠席をなるべくしないこと、ハキハキとした対応ができること、提出物の期日を守るこ

と等、日常の生活態度が大切です。 

また、住所変更など、自分の環境についての変更があった場合は早めに先生に知らせ、特に入試関

係の書類不備の原因にならないように注意しましょう。 

今後、上級学校の先生をはじめ、学校外の方が小山田中学校を訪ねてくることが多くあります。そ

の際に、『授業中の様子はもちろん、休み時間の過ごし方についても見られているという』意識を持っ

てください。廊下や階段、職員室前などで大声で騒ぐ、走る、ふざけあっている姿は相手にどういう印

象を与えるでしょうか。個人的には、決して良い印象ではないと考えます。是非、授業中だけでなく休

み時間など学校生活全体を通して節度を持った行動をお願いします。３年生が、 

１・２年生の良い手本となれるよう期待しています。 

 
■学力向上へ向けて 

(1)授業が基本 

公立入試の出題範囲は中学校の授業の中からであり、また私立高校でも中学校での成績が重んじ

られるのが現状です。加えて、いわゆる「受験勉強」では１・２年の復習をやらなければならないので、

3年生の内容は授業中にしっかりと理解して定期考査でしっかりと復習していくことが大切です。 

とにかく授業に集中し、３年生の内容は授業中に理解するよう努めることです。提出物も授業の一

部と考えて、期限などに遅れないようにしましょう。 

(2)家庭学習の確立(一日の学習時間は、学年+1時間)  

定期テストの取り組みについては、みんなが今まで以上に努力をするので、 

さらに多くの時間を割く必要があります。 

また、入試を見据えて、1・2 年生の復習をしなければなりません。 ワークなどを 

利用して、先に述べたように、プラン・計画を立て取り組んでいくとよいでしょう。 
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☆★☆保護者の皆様へ☆★☆ 

Q１：受験（志望校決定）までにすべきことは何ですか？ 

→①学校調べ ②学校見学・説明会 ③（できることなら）文化祭などの見学 

 上記の①～③を行う中で、生徒自身に合った学校が見つかってくると思います。１校だけでなく、複

数の学校を是非見学してみてください。 

 

Q２：模擬試験はいつ頃から受ければ良いですか？ 

→早いに越したことはありません。ぜひ受験してください。しかし、本学年では、理科の履修内容につ

いて、不安に感じている方も多いことと思います。受験までには学習内容を網羅する予定ですので

ご了承ください。 

 

Q３：初めての高校受験で何もかもが不安です… 

→保護者の方だけでなく、生徒自身も不安を感じていること、学校としては重々承知しています。むし

ろ、不安に感じることは重要です。様々な情報を集めたり、実際に上級学校に見学することで、徐々

に不安は解消されると思います。ぜひ、早めに行動を開始してください。 

 ※不安が解消されるのは、お子さまが『２０２６年４月』以降の居場所（行き先）が決定したときです。 

 

Q４：学校見学は必ずするべきですか？ 

→校種や就職に関わらず、見学は行った方が良いと思います。特に、私立高校への単願・併願を希望

する場合は、必須です。以前に、説明会への参加をしていなかった生徒の優遇措置が『不可』となっ

た事例があります。 

 

Q５：都立入試の全体のスケジュールは分かりますか？ 

→まだ、都立入試の日程が決まっていないため、お伝え出来ない状況です。都立高校を希望される方

には１０月に実施する進路説明会で、詳しい日程をお伝えしていく予定です。 

私立高校を希望される方は、随時情報収集をお願いいたします。中学校と高校で連絡を取る必要が

ある場合（スポーツ推薦等）は、直接担任までご連絡ください。 

 

Q６：併願する高校の候補を知りたい。また、生徒本人が受験（合格）できそうな高校の範囲は分かり

ますか？ 

 →大変申し訳ありませんが、中学校側から『この学校なら良いのでは』という提案はできません…情

報誌やインターネットを利用し、情報を集めたうえでご相談いただければと思います。お子様と話

していただき、面談等で確認させてください。 

 

 進路だより２号から始まった進路希望調査の質問に対するQ&Aは、今号で終了となります。少しで

も不安が解消できたなら幸いです。 

進路に関する情報は、日々更新されていきます。生徒本人、保護者の方が興味を持った学校だけで

なく、合同説明会などの情報もインターネット上に載っています。ぜひこの１年間は進路に関する情報

に対し、アンテナを高くしてください。そうすることで、思いもよらない学校や進学先が見つかるかも

しれません。 

情報を集めていく中で、不安に関じることや質問等がありましたら、ぜひ担任までご連絡ください。

学校としても確認していきます。 


